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会長就任の挨拶

ORを課題解決の実学へ

三菱重工業株式会社 会長　大宮　英明

このたび，伝統あるOR学会の会長としてご推挙い
ただき，重責に身の引き締まる思いです．会長就任に
あたり，OR学会に対する私の思いの一端を述べさせ
ていただきます．

ORは，多様なパラメータからなる複雑系の問題に
対して，最適，合理的な意思決定をするための実学と
して生まれ，発展してきました．私自身も，航空機の
設計技術者として，飛行の安定制御や飛行航路の最適
化に関する開発に従事し，ORを身近なものと感じて
活用してきました．最近では，ORの応用としてゲー
ム理論や金融工学などが生まれ，社会，産業界のさま
ざまな分野で，最適，合理的な判断の支援ツールとし
て広く役立っています．
ところで，近年のコンピュータの飛躍的な進歩に伴
い，より複雑な問題のモデル化，膨大なデータの解析
評価が可能になり，OR利活用による新たなブレーク
スルー，イノベーションの創出が期待されます．携帯
電話やSNS（ソーシャルネットワーキングサービス）
の普及により，個人が生成し保有するデジタルデータ
量が爆発的に増加する中で，いわゆるビッグデータを
ORを駆使して分析し，新たな価値・ビジネスの創出
に役立てる取組みが，IT企業を中心に盛んになって
いるのはご承知のとおりです．企業活動においても，
グローバルマーケットへの対応，サプライチェーンマ
ネジメントの高度化，バリューチェーン全体の最適化
など，膨大な情報を収集・分析・活用する能力が，競
争力を決すると言っても過言ではありません．三菱重
工業のような機械メーカにおいても，世界中で稼働中
の機器やシステムをリアルタイムで遠隔監視し，膨大
なデータを分析して，異常診断や故障予知，運転パラ

メータのチューニングによる最適運転の実現等，お客
様に種々の付加価値の高いサービスを提供しています．
産業界以外においても，OR学会で報告があるように，
東日本大震災時に自動車のGPS情報を分析して，避
難ルートを策定する等の成果が得られています．今後
も，情報処理能力の飛躍的な向上と相まって，ORが
社会の課題解決や生活の質向上に大きく貢献すること
が期待されます．
これまで，欧米は，ORを実学として体系化し，社

会の課題解決にうまく活用してきました．一方，日本
においては，大学を中心に高い水準の研究がなされて
いますが，その成果を十分に社会へ還元できていない
と感じています．このような取組みをさらに進化させ
るためには，社会や産業界の課題やニーズを的確に把
握し，課題解決の手段としてORを活用していくこと，
すなわちニーズとシーズのマッチングが重要と考えま
す．
社会の複雑な課題を解決するためには，多様な視点，

価値観，技術の融合が必要ですが，他の学会と比較し
てOR学会は，経済学・経営学・理学・工学・農学・
医学・芸術など多分野の研究者，さまざまな業種の企
業が参加しており，異分野・異業種が連携，協働して
シナジー効果を発揮するのに最適な体制，環境にある
と言えます．今こそOR学会の総力を結集して，日本
のみならず世界の課題解決や新たな価値創出に貢献し
ましょう．
この実現のため，私も産業界出身者として，産業界

とOR学会とのマッチングを進め，活用事例を増やし
ていくとともに，成果の社会への発信に努めますので，
皆様のご支援，ご協力をお願いいたします．


